
【開催日】 2024年12月17日（火） 18:30～19:30
【形　式】 ハイブリッド開催（会場+オンライン）
【出席者】 78名 32名

※回答者割合は下記グラフのとおり

【出席者　内訳】

大学 みなと
佐世保市

総合
諫早
総合

原爆
佐世保
中央

島原
長崎
医療

他施設 合計

医師・歯科医師 11 0 1 1 1 0 0 1 6 21

薬剤師 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4

看護師 22 0 1 0 0 0 2 0 11 36

臨床検査技師 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

MSW 3 0 0 0 0 1 0 0 0 4

理学療法士 0 0 0 0 0 0 0 0 3 3

作業療法士 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

臨床心理士 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

管理栄養士 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

言語聴覚士 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

事務職員 3 0 0 0 0 0 0 1 1 5

合計 40 0 3 1 1 1 2 2 28 78

【時　間】

【回答者】

2024年度　第2回長崎県がん診療連携拠点病院研修会
アンケート調査結果

職 種
施設名



【今回の講演について】
①よかったところ
・オンライン開催してくださったところ。事前に案内があり、ズームへの入室が容易であったこと（看護師）
・具体的なケースを挙げてくれてわかりやすかった（看護師）
・経験者の実体験、当事者だからこそ感じた気持ちや思考がよくわかった（看護師）
・「共感してもらうだけで良かった」というとこが本当にそう思いました（看護師）
・具体的でわかりやすい、貴重なお話でした（看護師）
・医療従事者以外からの、体験談を踏まえた講演（医師）
・がん治療当事者の意見を聞くことができた（医師）
・とても分かりやすい講演でした。ご自身の経験を丁寧に言語化されて素晴らしかったです！（医師）
・患者の気持ちに向き合う時間を改めてとれた（医師）
・言語学者の立場と患者さんの立場でとても意表を突く内容であった（看護師）
・普段コミュニケーションで、何か引っ掛かる…と思うことが、どういう理由なのか腑に落ちた。とてもわかりやすく、
　参考になった（看護師）
・共感することの大切さを改めて感じました（看護師）
・医療関係者以外の方であり、言語学者という先生の立場からの講演内容に引かれました。四つの分野からの言葉の
　評価は日常会話でも役立ちそうでした（看護師）
・患者さんの立場に立った話が聞けてよかった（看護師）
・講演される方ががんになった立場での話で、より臨床で気にすることが分かりやすかった（理学療法士）
・がんというだけで患者さんや家族、医療従事者も固くなりがちだが、工夫により改善できることが理解できたこと
　（薬剤師）
・患者さんの思いを知れた。まずは思いを受容してコミュニケーションを取ることを知れた（看護師）
・共感する大切さが大切だと勉強になりました（言語聴覚士）
・傾聴する時の姿勢や思いやりの伝え方など、改めて考えることができました（看護師）
・実際に癌の闘病をした先生のお話を聞かせていただき貴重な経験となりました。ありがとうございました（看護師）
・言葉、態度が相手に与える影響の大きさを改めて感じた（看護師）
・実際にがんを経験された方が経験を交えて専門的な言語の分野を話された点です（看護師）
・患者さんはどんな気持ちの医師の説明を聞くのか、よくわかりました。寄り添うことを今一度大事にしたいです（医師）
・患者目線の講演でありながら、内容も濃かったこと（事務職員）
・コミュニケーション専門の先生のお話、丁寧に聴き取りやすい声のトーンで、学びになりました。また、がんを体験
　された方の思いについても、ストレートに伝わりました。改めて気付かされ、自己の姿勢を正したいと思いました
　（看護師）
・医療に関係ない方の実際の体験が聞けたこと（歯科医師）
・患者と研究者の両面からがん患者の心理状況や医療者が気を付けるべき言葉使いを理解することができた（看護師）
・わかりやすかった（看護師）
・癌を経験された方の実際の声を聞くことができて、とても勉強になった（看護師）
・実際体験者の体験談や気持ちを交えた講演を聞けた所、患者に対するコミュニケーションの仕方・工夫を再学習でき、
　見直す機会になっりました。貴重なご講演ありがとうございました（作業療法士）
・演者がサバイバーであったため患者の気持ちや生活の一部がわかった（医師）
・講師の先生の講演内容がとても分かりやすかったです。すぐに実践可能な内容であり、とても参考になりました
　（医療ソーシャルワーカー）



②気になったところ
・途中から参加で申し訳ないですが、最後の質疑応答の音声が聞き取れなかったです（看護師）
・「●●の公理」と分類することができること。言葉の深さを常に実感しています（看護師）
・会場の音声がミュートで聞きづらかったところ（看護師）
・音声問題（医師）
・ハイブリッド開催の場合はどうしても音声トラブルが多いと思います。ある程度仕方がないと思います（医師）
・始めと終わりの音声の調子が良く無かったことだけが残念でした（看護師）
・言語学者というお立場から、少し話のなかで聞きなれない言語表現がところがありました（看護師）
・声が聞き取りにくい（音響の影響？）くらい（理学療法士）
・今回の研修の内容を実務でうまく活用できるよう工夫をしていきたいと感じたこと（薬剤師）
・患者さんの受容過程を外来の短い時間で把握でき、患者さんが望むコミュニケーションを図ることができるのか
　（看護師）
・語彙力の大切さ（看護師）
・音声（医師）
・マイクの問題だと思いますが、司会の方や、質問された医師の話が聞き取れませんでした（看護師）
・専門用語は避け、平易な言葉を使っての説明をしているつもりであるが、まだ、十分でない場面があるかもしれない
　と感じた（歯科医師）
・質疑応答が聞き取りにくかった（看護師）
・音声トラブル（作業療法士）
・患者への声かけの難しさ（医師）
・講師の先生以外の方の話される内容がマイクやスピーカーの調整の関係だと思うのですが、聞きとり辛く、内容が
　分からなかったです。残念でした（医療ソーシャルワーカー）

③講演に関する要望
・スライドがあるとわかりやすくて嬉しいです（看護師）
・スライドがあるとわかりやすくて嬉しいです（看護師）大変貴重な講演を聞かせていただきました。ありがとう
　ございました（看護師）
・ぜひ、緩和ケア研修会に隈上先生のコマを入れて欲しいです！（医師）
・医者同士のコミュニケーションについても知りたい（医師）

・折角の機会なので、より多くの方に、より多くの事例について時間をかけて紹介していただいてもいいのではないかと
　感じました。30分程度延長していただいてもよかったと思います（薬剤師）
・実体験をもとに語られる講演はわかりやすい（看護師）
・オンラインでは、聞き取りにくいことが多かったです（看護師）
・今回の講演は、もっと様々な職種の医療者に聴いてほしいと感じました。広報の工夫はないでしょうか？（看護師）
・今回は、音声が気になったくらい（歯科医師）

・資料を配布してほしい（看護師）



◆次回の講演で希望すること（内容、場所、日時など）
・先生の講演はクリアだったので良かったのですが、前後でお話される際、音響に不具合がでていました。何だったの
　でしょうね（看護師）
・これまでは医師にとっても難しいと感じるような専門的治療の講演が多かったように思いますが、今回は患者目線で
　しかも医療者にとって目からウロコのような気づきのある、とても有意義な内容だったように思います。今後もこの
　ような実臨床に近いお話が聞きたいです（医師）
・座長、質問者の音声が拾えてなかったので改善お願いします（医師）
・今回のようにハイブリッド（医師）
・事前に講演内容の資料配付を希望します（看護師）
・がんのリハビリについて、オンライン（理学療法士）
・もう少し遅い時間帯での開催を希望します。帰宅途中の車内でスマホで視聴させていただきました（薬剤師）
・開始時間19時以降（言語聴覚士）
・Zoom聴講で、会場への移動が不要のため、時間は問題なかったです。今後の内容としては、がんと栄養(併存疾患の
　ことも踏まえた)、また、ICI治療が増えてます。irAEの他科との連携について事例も踏まえた話が聴けたらと思います
　（看護師）
・仕事終わりに参加できる時間であったためよかった（看護師）
・時間帯などは参加しやすくよかったと思います（作業療法士）
・web開催にして頂くと、参加しやすく、とてもよかったです（医療ソーシャルワーカー）

◆がん診療センターに対するご要望をご記入ください
・色々御勉強させて頂きます（医師）
・いつもありがとうございます。参加の申し込みがワンステップで済むといいなと思います（医師）
・私は理学療法士なので、よりリハビリに関連したことも実施してほしいと感じています（理学療法士）
・今後とも連携方宜しくお願い致します（薬剤師）
・特にありません。「サポートブック ながさき」郵送していただき、ありがとうございます（看護師）
・いつもありがとうございます（看護師）
・貴重な講演に参加させていただきありがとうございました（看護師）
・いつも研修会など開催頂きありがとうございます。今後ともよろしくお願いいたします（作業療法士）


	アンケート調査結果

